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1 このクラスの人たちは同じ事がら(ルー ルなど)を大切にしている 3 2 1 0
2このクラスの人たちはおたがいを信積することができる 3 2 1 0
3クラスの雰囲ξに合わせることは、みんなにとって大事なことである 3 2 1 0






このクラスの一員だから、みんなはやりたいことができている 3 2 0
フ このクラスの人たちは,おたがいのことをよく知っている 3 2 0
8このクラスは、ほかの学年やクラスのために役立つことができる 3 2 0





このクラスは、一人ひとりのしたいことができるクラスになつてきている 3 2 0
12 いち
いん     みと
みんなはおたがいを、このクラスの一員として認めている 3 2 0
13みんなはクラスの中で、おたがいのことを讐先て行動している 3 2 0
14
いちいん












































15みんなは、クラスの人たちの行動の運雹を考えることがある 3 2 1 0
16「このクラスになつてよかつた」と紘tみんなも思つている 3 2 1 0
17このクラスには、クラスロ標や歌や蹟など自分たちで作つたものがある 3 2 1 0
18このクラスでは、一人ひとりの意見や行動が大撃にされる 3 2 1 0
19このクラスは、大切なイベントや行撃をいつしょにがんばってきている 3 2 1 0
20このクラスのみんなは、人によつて考え方がちがうということを、わかつ
ている
3 2 1 0
こまつたことがある毎、私たちはクラスの中で話し合うことができる 3 2 1 0
22みんなはこのクラスの一員としてやるべきことを磐男している 3 2 0
23クラスで問題が色きても、私たちはそれを解実することができる 3 2 1 0
24これから先、このクラスはもつといいクラスになると思う 3 2 0









29このクラスの人たちはおたがいを気にかけている(黒視しない) 3 2 0




















































1 わたしは、クラスで決めた目標をめざして男労してぃる 3 2 0
2 わたしは、このクラスになれてよかつた 3 2 0
3
こま
わたしは、クラスの中で困つている人力tいると、助けるようにしている 3 2 0
4 わたしは、自分のクラスは仲が良いと思う 3 2 0
5わたしは、クラスの中で手伝いが拡曇な時には進んでやる 3 2 0
6わたしは、クラスのだれとでもいつしょに作業や活動することができる 3 2 0
?
? わたしは、クラスの仕事を整涙までやり通す 3 2 0
8わたしは、クラスの人たちといつしょに下雲や活動することが楽しい 3 2 0
9 わたしは、クラスで何かを決める時、自分とちがう考え方も大切にする 3 2 1 0
10わたしは、こまつた時には、クラスのだれにでも助けを求められる 3 2 1 0
わたしは、クラスの中で、人がいやがることをしている人には注意をする 3 2 1 0
12わたしは、クラスで不業や活動をするときには、たくさんの人たちと声を
か I十合ら
3 2 1 0
13わたしは、クラスの中でひとりはつちで活動している子に声をかけて仲間
I「入力^上ちル十 ス
3 2 1 0










































































1 教師の指示に従わない子どもを注意する 5 4 3 2 1
2 授業中、正誤にかかわらず子どもの発言を次の発間に生かす 5 4 3 2 1
3 クラスやグループのみんなで協力しないと解決できない課題をつくる 5 4 3 2 1
4 自分の趣味や体験談を子どもに話す 5 4 3 2 1
5 あえて突き放して、子どもで何とかしなければいけないよう仕向ける 5 4 3 2
6 悩んだり困つている子どもを励ます 5 4 3 2
?
? 課題がうまくできない子どもをサポート役の同級生にみてもらう 5 4 3 2
8 休み時間や昼休みに教室にいて、子どもたちの人間関係の様子をみる 5 4 3 2 1
9 子どもが自ら課題に取りかかるまで、黙つて待つ 5 4 3 2
10子どもと意見が対立したとき話し合う 5 4 3 2 1
授業中の態度をきちんとするよう、子どもに注意する 5 4 3 2 1
12子どもの反応や心情に応じて指導を変える 5 4 3 2
13集中して取り組まないと時間内に終わらない課題を子どもに与える 5 4 3 2
14授業中に雑談を入れて緊張を解く 5 4 3 2
15指示待ちの子どもに、「自分で考えてやりなさい」と言う 5 4 3 2 1
16子どもの意見や行動をほめる 5 4 3 2
，
? 授業で、上手に課題ができる子とうまくできない子をペアにする 5 4 3 2
18授業中に子どもの様子をみて、課題にどのように取り組んでいるか把握する 5 4 3 2
19困つた行動をとる子どもが自分の問題に気づくまで待つ 5 4 3 2












































21教師の指示に従うよう、子どもに注意する 5 4 3 2 1
22子どもの意見や習熟度を考慮して、学習内容を調整する 5 4 3 2 1
23子どもの意見に異論を唱えたりして、子どもが乗り越える壁をつくる 5 4 3 2 1
24自分の失敗談を話す 5 4 3 2 1
25クラスの問題を「自分たちでどうにかしなさい」と言つて突きつける 5 4 3 2 1
26悩んだり困つている子どもに助言する 5 4 3 2
27子どもが自主的に勉強に取りかかるよう、黙つて待つ 5 4 3 2
28休み時間や昼休みに教室にいて、子ども一人ひとりの様子を見守る 5 4 3 2 1
29他学級(学年)の前で発表しなければいけない状況をつくる 5 4 3 2
30子どもたちとお互いに思つていることや要望を率直に話す 5 4 3 2 1
31自分の課題をやらない子どもが、自ら気づいて取りかかるまで待つ 5 4 3 2
32子どもにわかりやすいように、学習内容を詳しく説明する 5 4 3 2 1
33教師や同級生の手助けをしてくれた子どもをほめる 5 4 3 2
















I脇蹴 1鶴撻 昇  霜略
23クラスで問題が起きても、私たちはそれを解決することができる
28このクラスには、クラスをよくするために引つぱつていってくれる人たちがいる
情 4みんなは、このクラスの一員であるということを、とても大事にしている
[1職熙 狙λλ賞薦翼TEまいる
ili二月ふ乙型:』ワ製ご繁∬薄敦雌星聖まつてきている
有29このクラスの人たちはおたがいを気にかけている(無視しない)
重‖λtti%スn蹴饒 基蹴鯨11り最思う
言::こ3':貫:驚観淑話嘉貿r:翼菫城足二甚隼覇鳥「つている
30みんなは、このクラスの中の、意見が合わない人の話も聞こうとする
本研究をまとめるにあたり,多くの方々からご牌戦 ご助言,ご協力いただきました
こと,心よりお礼申し上げま九
なかでも,研究テーマの設定から調査,分析,論文の執筆にいたるまで,一からご
指導くださった指導教員である秋光恵子先生には,深く感謝いたします。固定観念か
ら離れ,教育を広い視野でとらえることや,理論と実践をつないで考えてみることな
ど,教育者としてだけでなく,人として大切なことを先生からたくさん学ばせていた
だきました。統計の基礎的知識さえもほとんど持ち合わせていない私が,研究を論文
という形にすることができたのは,先生のていねいなご指導と,あたた力ヽ 励ヽましが
あってのことだと思つております。ありがとうございました。また,学校心理・発達
健康教育コー スの先生方には,研究をさらによいものにするためにと,ご専門の分野
から的確なご助言とご指導をいただきました。ここに感謝申し上げます。
また,すばらしい仲間であるコー スの皆さまに出会い,2年間,ともにい 、語り
合い,多くの時間を励まし合って過ごせたことは,これからの日々 を支える貴重な財
産となりました ありがとうございました
そして,研究の趣旨をご理解くださり,調査を了解してくださった勤務校の職員の
皆さまと児童の皆さまに感謝いたします。どんな時もあたたかく教室に迎え入れてい
ただいたこと,何度もおこなわれる調査にもこころよく協力していただいたこと,心
からおネL申し上げます。
研究や大学院での学びを通して得たものを、これからは学校現場での教育実践に活
かせるよう、引き続き努力を重ねていきたいと思います。本当にありがとうございま
した
平成28年2月18日
池田広子
